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種・産地判別マーカーの実用的評価法の確立

本論文では生薬の種と産地を同時に判別できる簡便なマーカー探索とその評価を目的とした

第一章では，緒論として本論文における中心技術である GC/MS メタボロミクス技術および分析対象である生薬

研究の近年の動向をまとめ，現在，当該研究分野が直面している問題点を提示した

第二章では， 圏内自給率が80%あるが 3 輸入量の増加しているセンキュウを対象とした 。 既報のシークエンスを

用いた種の判別は市場での実用法として再現性が不十分である また，産地の判別は官能試験や検鏡でしか市場

では行われていない 以上の理由よりセンキュウの種と産地の同時評価を試みた

GC/MS のプロファイリングデータを用いて、種と産地の要因に従って，多変量回帰モデ、ルを構築した.種・産

地判)jIJ で選抜した全てのマーカー成分は 3 群聞の比較において t 検定で有意水準聞の有意差を示した.また，唐

川背と川考，もしくは)11 考の中国産と日本産について， box-plot により 一成分マーカーで群間の分離を確認した

さらに， 二成分マーカーでは ， box-plot において一成分よりも信頼性が増す品質評価マーカーとなることを示し

た

第三章では，圏内自給率が 44出と不十分であるため，中国産が圏内に流通しているトウキを対象とした.市場で

は種と産地の異なるトウキが流通しており z 簡便な評価が求められている.そこで， トウキの穫と産地の同時評

価を試みた

GC/MS のプロファイリングデータを用いて多変量回帰モデルを，種と産地の要因によるそれぞれの群聞で構築

した.その種・産地判別マーカーの全ての成分は t 検定における群間比較で有意水準同の有意差を示した ま

た， box-p lot において一成分、二成分のマーカーで，唐当帰とそれ以外の当帰，もしくは大和当帰と北海当帰に

ついて，それぞれの群聞の判別を確認することができた

第四章では ト ウキで見出した種の判別マーカーについて、 GC-MS より低コスト z かっ高い感度をもっ分析機器

GC-FID による分析を行った GC-FID 分析についても，それぞれのマーカ一成分における群問の t 検定， box-plot 

によるグループ聞の比較を行った その結果 ， 木研究で見出したトウキの種のマーカーが GC-FID でも応用可能

であった

第五章では，以上の研究成果と意義をまとめ，今後の課題と展望について記述した
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論文審査の結果の要旨

本論文では生薬の穫と産地を同時に判別できる簡便なマーカー探索とその評価を目的として，マーカーの有用性を

検証したものである

第一章では，緒論として本論文における中心技術である GC メタボロミクス技術および分析対象である生薬研究の近

年の動向をまとめ，現在，当該研究分野が直面している問題点を提示している

第二章では，圏内自給率は 80出あるが，輸入量の増加しているセンキュウを対象とした.既報のシークエンスを用い

た穫の判別は市場での実用法として再現性が不十分で、ある また， 産地の判別は官能試験や検鏡でしか市場では行わ

れていない 以上の理由よりセンキュウの種と産地の同時評価を試みている.

GC/MS のプロファイリングデータを用いて、穫と産地の要因に従って，多変量回帰モデノレを構築した.種・産地判

別で選抜した全てのマーカー成分は，群聞の比較において t 検定で有意水準 5唱の有意差を示した.また，唐川考と )11

考，もしくは川考の中国産と日本産について， box-plot により一成分マーカーで、群聞の分離を確認した さらに，二

成分マーカーでは， box-plot において一成分よりも信頼性が増す品質評価マーカーとなるこ とを示している

第三章では，圏内自給率が 44% と不十分であるため，中国産が園内に流通しているトウキを対象とした.市場では種

と産地の異なるトウキが流通しており，簡便な評価が求められている.そこで， トウキの種と産地の同時評価を試み

ている. GC/MS のプロファイリングデータを用いて多変量回帰モデ、/レを，穫と産地の要因によるそれぞれの群間で構

築した.その種・産地判別マーカーの全ての成分は t 検定における群間比較で、有意水準聞の有意差を示したーまた，

box-plot において一成分、二成分のマーカーで，唐当帰とそれ以外の当帰，もしくは大和当帰と北海当帰について，

それぞれの群聞の判別を確認できたといえる

第四章ではトウキで見出した種の判別マーカーについて、 GC-MS より低コスト，かっ高い感度をもっ分析機器

GC-FID による分析を行った GC-FID 分析についても，それぞれのマーカ一成分における群聞の t 検定， box-plot に

よるグりレープ聞の比較を行った.その結果，木研究で見出したトウキの穫のマーカーが GC-FID でも応用可能になっ

たといえる

第五章では，以上の研究成果と意義をまとめ，今後の課題と展望について記述した

以上のように、本論文は GC メタボリックプロファイリングの生薬評価における有用性を実証している.よって本論

文は博士論文として価値あるものと認める。




